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LMC567
CMOSトーンデコーダ

概要
　LMC567はローパワーで汎用のLMCMOSTMトーンデコーダであり、
産業用標準であるLM567と同じ機能を持っています。このICは2倍の
周波数の電圧制御発振器(VCO)とクワドラチャディバイダから成って
おり、これが位相比較器と振幅比較器のためのリファレンス信号を
作っています。位相検出器とVCOはPLLを形成しVCOのコントロー
ルレンジ内の入力信号にロックします。PLLがロックし入力信号の振
幅が内部にプリセットされたスレッショルド電圧を越えると、出力ピ
ンのグランドへのスイッチがアクティブになります。外付け部品は発
振器の周波数を入力信号の2倍に設定するもの(Rt、Ct)と、位相及び振
幅フィルタの時定数を決定するもの(C1、C2)です。

特長
■ LM567と同機能
■ 2V～ 9Vの電源電圧範囲
■ 低消費電流
■ 出力オン時においても消費電流は増加しない。
■ 500kHzまでの入力信号
■ 安定性の優れた発振回路
■ グランドリファレンスの入力
■ コンパレータにヒステリシス追加
■ アウト・オブ・バンド信号とノイズ除去
■ 出力電流 20mA

ブロック図（外付け部品付き）

LMCMOSTMはナショナルセミコンダクター社の商標です。

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない場合があります。
        製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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7 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

入力電圧（3ピン） 2Vp－ p

電源電圧（4ピン） 10V

出力電圧（8ピン） 13V

3、4、8ピン以外の端子電圧 Vs～GND

出力電流（8ピン） 30mA

パッケージ損失 500mW

動作温度範囲 (TA) － 25℃～＋ 125℃

保存温度範囲 － 55℃～＋ 150℃
ハンダ付け条件
　DIP

　　ハンダ付け(10秒) 260℃
　SOパッケージ
　　ベーパフェイズ(60秒) 215℃
　　赤外線(15秒) 220℃
　その他の表面実装法については、アプリケーションノートAN-450

「表面実装法と製品信頼性上における効果」を参照下さい。

電気的特性
　特記のない限り、テスト回路を使用し、TA＝ 25℃、VS＝ 5V、RtCt #2、Sw1＝ポジション“0”そして無信号入力とします。

Note 1: 絶対最大定格とは、デバイスが破壊する可能性のあるリミット値をいいます。動作条件とはデバイスが機能する条件を示しますが、
特定の性能リミット値を保証するものではありません。電気的特性とは、特定の性能リミット値を保証する特別な試験条件でのDC

およびACの電気的仕様を示します。この場合、デバイスが動作条件の範囲にあるものとします。リミット値(Limit)が記載されてい
ないパラメータの仕様は保証されませんが、代表値(Typical)はデバイス性能を示す目安になります。
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テスト回路



4http://www.national.com

L
M

C
56

7 代表的な性能特性

アプリケーション情報（ブロック図参照）

概要
　LMC567はローパワーのトーンデコーダであり、電源電圧は2V～9V

の範囲で、入力信号の周波数は 1Hz～ 500kHzの間で動作します。
　LMC567は下記の準備をすることによりほとんどのLM567のアプ
リケーションと置き換えることができます。
(null)

1. 発振器の周波数を入力周波数の2倍にするために、発振器のタイミ
ングコンデンサの容量を半分にします（発振器タイミングコンポーネ
ント参照）。
2. フィルタの時定数を同じにするためには、C1、C2は 1/8に減らさ
なければなりません。
3.  8ピンに要求される出力電流は LMC567の規定の範囲内に制限さ
れなければなりません。

発振器タイミングコンポーネント
　LMC567の電圧制御発振器(VCO)は入力信号トーンをデコードす
るために、入力トーンの2倍の周波数にセットされなければなりませ
ん。VCOの中心周波数はタイミング抵抗Rtとタイミングコンデンサ
Ctを 5ピンと 6ピンに接続することによって設定されます。中心周波
数はRtとCtの関数として次式で得られます。

Foscの半分の入力信号トーンがデコードされることにより、

　この式は低周波数においては正確ですが、50kHz(Fosc＝ 100kHz)を
越えると内部のディレイにより実際の発振周波数は予測値より小さく
なります。
　RtおよびCtの選択は消費電流と実際のコンデンサの値との兼ね合
いによって決まります。Ctを充電する半サイクルごとにRtがVSにス
イッチされることにより消費電流が増加します。

IS(Rtによって生じる)＝VS/(4Rt)

　Rtをできるだけ大きく選ぶことによって消費電流を抑えることがで
きます（消費電流と動作周波数のグラフを参照）。しかし、発振周波数
はRtCtの積で得られるため、Rtを大きくするとCtを小さくする必要
があります。Ctが100pFより小さくなるとプリント基板の浮遊容量が
発振周波数を決める役目を果たし始めるため、これにより最小Ctは制
約を受けます。
　ICと周辺部品の誤差を許容するために発振器のタイミングを決める
部品は調整する必要があります。これは一般にはRtに可変抵抗を使い
ますが、Ctを可変にすることもできます。LMC567自体による発振周
波数の初期値のばらつきは、電気的特性で規定されているため、総合
的調整範囲はRtとCtの誤差範囲より決めなければなりません。
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電源のデカップリング
　電源ピン（4ピン）のデカップリングは高い電圧、高い周波数で動作
させるほどクリティカルになります。C4は可能な限り4ピンに近づけ
て配置して下さい。

入力ピン
　入力ピン（3ピン）は内部で40kΩの抵抗でグランドに接続されてい
ます。0ボルトをセンターとした信号は、直接3ピンに接続できますが、
直流成分は必ずカップリングコンデンサによって取り除かなければな
りません。複数のLMC567を並列に接続する場合には、それぞれの入
力を直流的に切り離すことなく接続できます。

ループフィルタ
　2ピンにはフェーズディテクタの出力とPLLのVCOのコントロール
入力がつながっています。コンデンサC2は2ピンの内部抵抗80kΩ（標
準）とともにループフィルタを構成します。
　C2の値が小さい場合には、PLLのアクイジションタイムは小さくな
り、プルインレンジは内部VCOの周波数限界で決まり、これが最大
ディテクションバンド幅(LDBW)となります。C2を大きくしてゆく
とアクイジションタイムの増加とともに耐ノイズ性が向上し、プルイ
ンレンジは LDBWより狭くなります（“Bandwidth as function of C2”
のグラフ参照）。しかし、最大ホールドインレンジは常にLDBWと等
しくなっています。

出力フィルタ
　1ピンは電圧減少型の振幅ディテクタの出力となっていて、無信号に
は 7/9VS(標準)の電圧が出ています。PLLが入力信号にロックし、信
号レベルの増加に従ってディテクタの出力電圧が減少してゆきます。1
ピンの電圧が 2/3VSとなった時、出力がアクティブとなります(出力
ピンの項参照)。
　コンデンサC1は 1ピン内部の抵抗 40kΩ(標準)とともに出力フィル
タを形成します。C1の値はスルーレートと出力コンパレータのキャリ
アによるリップルの相互関係で決めます。C1の値が小さければ入出力
間のディレイが少なくなり、トーンバーストのアプリケーションに使
用でき、大きな値であればノイズ免疫が向上します。
　1ピンはまた外付け抵抗を電源もしくはグランドに接続することに
より、入力スレッショルドを上げたり下げたりすることができます。
しかし、この手法を使ってスレッショルドを下げると1ピンへのキャ
リアリップルの感度が増大し、またデバイスごとのスレッショルドの
ばらつきが大きくなります。

出力ピン
　出力ピン(8ピン)はNチャネルFETによるグランドへのスイッチと
なっていて、1ピンの電圧を2/3VSへ下げるに十分な振幅の入力信号に
PLLがロックした時アクティブになります。8ピンの負荷抵抗を流れる
電流は別として、スイッチがアクティブとなった時に余分に消費する
電流はありません。スイッチのオン抵抗は電流電圧に反比例するため、
一定の出力電流を得るための飽和電圧は電源電圧が低い場合には増加
します。

アプリケーション情報（ブロック図参照）（つづき）
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7 外形寸法図特記のない限り inches(millimeters)



　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています

http://www.nsjk.co.jp/
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